
子供の絵、吹き出し

21 世紀戦略→交流が必要→環境整備が必要

昔日常利用　松今　非日常のレクリエーション利用→でも癒す効果はポテンシャルといえる→それを生かして松を使っていこう

アクセスいい→移住多い

既存の施設や活動を学びの場として活用します。施設内で完結して
いたボランティア活動が子育てとなり、まち全体に貢献します。

阿波岐原森林公園を既存の資源や自然環境を
生かしたみなが集まる放課後の学び場にします。 地域子育てによる持続的発展の仕組み
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自然の中で多世代がふれあい、交流することでみんなが学びの機会をえる

川からまち、森、海がつながり、様々な属性や世代の人々の交流が生まれ、
まち中が子育ての場になり、まち中みんなでの地域子育てが実現
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過去 現在 21 世紀型

松葉コンポスト
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の循環ダイアグラム
スーツケースの人
サーファー、神楽、叔父おば、シルバーカー、ベビーカー

→それを生かして松を使って、子育て

子供おたちは放課後になると学校からグルっぴーに乗って森林公園へ向かいます

公民館との差別化




